
座談会 5つの現場より

検
討
会
に
お
け
る
テ
ー
マ
・
論
点
と
課
題
認
識

「働き方改革」の最前線で
広く、深く、議論を進めよう

し
て
い
る
。
3
分
の
1
が
55
歳
以
上
で
、

29
歳
以
下
は
1
割
。
賃
金
水
準
は
製
造

業
に
比
べ
て
1
割
程
度
低
い
。
技
能
労

働
者
が
不
足
し
、
そ
れ
が
長
時
間
労
働

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
建
設
業
界
に

お
い
て
、「
働
き
方
改
革
」は
産
業
の
担

い
手
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
う
問
題

で
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」に
お
い
て

は
、
建
設
業
は
改
正
法
施
行
か
ら
5
年

後
の
適
用
と
さ
れ
た
。
建
設
現
場
の
長

時
間
労
働
の
背
景
に
は
、
何
よ
り
無
理

な
工
期
設
定
が
あ
る
。
そ
の
適
正
化
に

は
発
注
者
や
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
た

背
景
に
は
医
師
不
足
が
あ
り
、
上
限
規

制
を
適
用
す
れ
ば
、
診
療
を
受
け
ら
れ

な
い
患
者
が
出
て
く
る
と
い
う
危
機
感

が
現
場
に
は
あ
る
。
そ
こ
で
医
師
不
足

対
策
も
論
点
に
浮
上
し
て
い
る
。

　

私
自
身
は
医
師
で
は
な
い
が
、
労
組

の
専
従
役
員
に
な
る
前
は
医
療
現
場

で
働
い
て
き
た
。
現
場
で
は
自
他
共
に

「
医
師
は
特
別
な
存
在
」
と
い
う
意
識

が
根
強
く
あ
る
。
し
か
し
、
医
師
も
労

働
者
で
あ
り
、
労
働
時
間
管
理
や
健
康

確
保
の
強
化
が
必
要
だ
。
ま
た
、
医
師

の
働
き
方
は
、
看
護
師
や
医
療
技
術
者
、

医
療
事
務
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方
に
も
影

響
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
に
も
目
配
り

し
な
が
ら
議
論
に
臨
ん
で
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・

労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会
／
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会

山
口　
本
協
議
会
は
、
2
0
1
5
年
5

月
に
第
1
回
会
合
が
開
催
さ
れ
、
同
年

11
月
の
第
2
回
会
合
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
と
同
時
開

催
で
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

当
初
の
論
点
は
、
2
0
1
0
年
労
基

と
こ
ろ
だ
。

　

主
な
論
点
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正

に
向
け
た
取
引
条
件
の
改
善
、
適
正
な

工
期
の
設
定
、
適
正
な
賃
金
水
準
の
確

保
、
週
休
2
日
の
促
進
。
さ
ら
に
人
材

確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
職
業
教
育
の

拡
充
や
女
性
活
用
の
た
め
の
環
境
整
備
、

I
C
T
の
活
用
推
進
な
ど
も
項
目
に
あ

が
っ
て
い
る
。

　中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
働
き
方

改
革
・
人
手
不
足
対
応
に
関
す
る
検
討
会

川
野　
中
小
企
業
で
は
人
手
不
足
感

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
中
小
の「
働
き

方
改
革
」
は
、
人
手
不
足
の
対
応
と
合

わ
せ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
と
の
認
識

法
改
正
に
お
け
る
月
60
時
間
を
超
え
る

時
間
外
労
働
の
割
増
率（
5
割
）
の
適

用
だ
。
中
小
企
業
は
適
用
猶
予
と
さ
れ

た
が
、
6
万
社
を
超
え
る
運
送
事
業
者

の
99
％
が
中
小
企
業
と
い
う
中
で
、
適

用
に
向
け
て
荷
主
も
含
め
た
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
た
取
引
環
境
・
労
働
時
間

の
改
善
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
議
論
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

な
ぜ
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
が
低
賃

金
・
長
時
間
労
働
に
な
っ
た
の
か
。
発

端
は
、
1
9
9
0
年
の
規
制
緩
和
だ
。

運
賃
の
認
可
制
が
廃
止
さ
れ
た
結
果
、

新
規
参
入
が
急
増
し
過
当
競
争
に
陥
っ

た
。
運
送
コ
ス
ト
は
、
燃
料
代
も
高
速

料
金
も
車
両
費
も
基
本
的
に
同
一
で
あ

り
、
運
送
料
の
引
き
上
げ
を
求
め
な

け
れ
ば
、
し
わ
寄
せ
は
労
働
者
の
賃
金

に
い
く
。
特
に
中
小
事
業
者
は
、
荷

主
と
対
等
に
料
金
交
渉
が
で
き
な
い
か

ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
長
時
間
労
働
を
求

め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
低
賃
金
を
補
う
た

め
に
そ
れ
に
応
じ
る
と
い
う
悪
循
環
が

生
じ
た
。
そ
こ
で
規
制
緩
和
の
弊
害
を

是
正
す
る
た
め
に「
全
国
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関
」（
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
受
託
）
が
創
設
さ

れ
、
事
業
者
へ
の
啓
発
・
指
導
、
安
全

性
の
評
価
・
認
定
や
講
習
会
な
ど
の
適

正
化
事
業
や
、
適
正
な
運
賃
・
料
金
設

定
へ
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
う
い
う
流
れ
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て

「
働
き
方
改
革
」が
課
題
と
し
て
浮
上
し

た
が
、
深
刻
な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
長
時
間
労

働
の
是
正
を
進
め
な
け
れ
ば
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
議
論
に
臨
ん
で
い
る
。

建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
協
議
会

三
浦　
建
設
業
は
、「
3‌

K
」
職
場
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
労
働
時

間
が
長
く
休
み
が
少
な
い
。「
4
週
4

休
以
下
」
の
事
業
所
が
い
ま
だ
に
6
割

を
占
め
る
。
就
業
者
数
は
、
1
9
9
7

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
き
、
高
齢
化

─
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
の
場
の
論
点
や

課
題
認
識
と
は
？

医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会

工
藤　
医
師
に
つ
い
て
は
、
罰
則
付
き

の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
改
正
法
施

行
か
ら
5
年
後
の
適
用
と
さ
れ
た
。
医

師
に
は
診
察
を
求
め
ら
れ
れ
ば
拒
否
で

き
な
い
と
い
う「
応
召
義
務
」
が
あ
り
、

一
般
労
働
者
と
同
じ
規
制
は
難
し
い
と

の
問
題
意
識
か
ら
、
上
限
規
制
の
あ
り

方
や
労
働
環
境
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
検

討
会
が
設
置
さ
れ
、
2
年
を
目
途
に
結

論
を
得
る
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
議

論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
論
点
は
、
医
師
法
の
応
召
義

務
規
定
だ
。
こ
れ
は
自
宅
開
業
が
一
般

的
だ
っ
た
明
治
時
代
に
定
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
現
在
の
医
療
提
供
体
制
に

合
わ
せ
た
見
直
し
が
必
要
だ
と
い
う
認

識
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
の
進

歩
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、
自
己
研
鑽
の
た

め
の
時
間
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
と
医

師
の
業
務
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
医
師
の
長
時
間
労
働
の

工藤　豊
ヘルスケア労協事務局次長

医師の働き方改革に関する検討会

山口浩一
交通労連中央執行委員長

トラック輸送における取引環境・
労働時間改善中央協議会／
トラック運送業の生産性向上協議会

川野英樹
JAM副書記長

中小企業・小規模事業者の
働き方改革・人手不足対応に
関する検討会

三浦　慎
基幹労連建設委員会委員

建設業の働き方改革に関する協議会

相原康伸
連合事務局長

学校における働き方改革特別部会
（中教審）

自動車の運転業務、建設業は、現行の時間外労働の限度基準告示が適用除外となっている。また、中小企
業は、2010年に施行された月60時間を超える時間外労働の割増率（5割）がいまだに適用猶予となっており、
医師・教員も長時間労働の実態にある。
5つの検討の場では何を論点に議論が進められているのか。連合から参画する委員による座談会を企画した。

を
共
有
し
、
検
討
会
に
参
加
し
て
い
る
。

検
討
会
で
は
、
ま
ず
実
態
把
握
と
し
て

構
成
委
員
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
好
事
例
の
発
掘
、
経
営
強
化
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
意
見
を

集
約
し
て
課
題
整
理
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
だ
。

　

日
本
の
企
業
の
99
・
7
％
が
中
小

企
業
で
あ
り
、
雇
用
労
働
者
の
約
7

割
が
そ
こ
で
働
い
て
い
る
。
時
間
外
労

働
の
割
増
賃
金
に
し
て
も
、
上
限
規
制

に
し
て
も
、
働
く
人
の
多
数
を
占
め
る

中
小
労
働
者
に
適
用
さ
れ
な
い
と
す
れ

ば
、
法
と
し
て
意
味
が
な
い
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
規
制
強
化
に
戦
々

恐
々
と
し
て
い
る
経
営
者
も
い
る
が
、

2
0
1
0
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
中

小
企
業
憲
章
」
に
は「
国
の
総
力
を
挙

げ
て
、
中
小
企
業
の
持
つ
個
性
や
可
能

性
を
存
分
に
伸
ば
し
、
自
立
す
る
中
小

企
業
を
励
ま
し
、
困
っ
て
い
る
中
小
企

業
を
支
え
、
そ
し
て
、
ど
ん
な
問
題
も

中
小
企
業
の
立
場
で
考
え
て
い
く
」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。
人
手
不
足
へ
の
対

応
や
生
産
性
の
向
上
の
課
題
も
、
背
景

に
あ
る
取
引
関
係
の
改
善
な
し
に
本
質

的
な
対
策
は
で
き
な
い
。
労
働
組
合
と

し
て
も
、「
中
心
に
据
え
る
べ
き
は
労

働
者
で
あ
り
、
中
小
企
業
で
あ
る
」
と
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─
こ
れ
か
ら
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

工
藤　
今
年
4
月
か
ら
専
門
医
制
度
が

ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

ま
す
ま
す
医
師
が
不
足
す
る
懸
念
が
あ

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
子
育
て
な
ど

で
現
場
を
離
れ
て
い
る
女
性
医
師
の
復

帰
支
援
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
さ
ら
に

医
師
に
つ
い
て
も
、
第
一
線
の
働
き
方

だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ

わ
せ
た
多
様
な
働
き
方
が
選
択
で
き
る

環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

医
師
の
業
務
の
軽
減
や
労
働
時
間
管
理

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
を
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

い
う
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
し
、
そ
こ
に

踏
み
込
ん
で
い
き
た
い
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
特
別
部
会

（
中
教
審
）

相
原　
特
別
部
会
に
お
け
る
教
員
の

働
き
方
改
革
の
論
点
は
三
つ
。
一
つ
は
、

長
時
間
労
働
の
是
正
。
時
間
外
労
働
の

実
態
を
み
る
と
、
小
学
校
で
3
割
、
中

学
校
で
6
割
の
教
員
が
、
過
労
死
認
定

基
準
と
さ
れ
る
月
80
時
間
を
超
え
て
い

る
。
二
つ
め
は
、
業
務
の
多
さ
。
日
本

の
教
員
は
授
業
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
業

務
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
労
働
時
間

の
長
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
三
つ
め

が
、
給
与
体
系
。
1
9
7
2
年
の
給
特

法（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教

育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
）
で
、
教
員
に
時
間
外
勤
務
を
命
じ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
実
習
、
学
校

行
事
、
職
員
会
議
、
非
常
災
害
対
応

の
4
項
目
に
限
定
さ
れ
、
時
間
外
・
休

日
勤
務
手
当
は
支
給
し
な
い
代
わ
り
に
、

給
与
月
額
の
4
％
に
相
当
す
る
教
職
調

整
額
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
部

活
動
や
生
徒
指
導
、
授
業
の
準
備
も
自

発
的
な
活
動
と
さ
れ
、
労
働
時
間
算
定

の
枠
外
に
お
か
れ
て
い
る
。
三
つ
の
論

点
の
い
ず
れ
も
、
早
急
に
対
応
す
べ
き

山
口　
「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
に

お
い
て
、
自
動
車
運
転
者
の
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
は
、
改
正
法
施
行
か
ら

5
年
後
の
適
用
と
さ
れ
、
し
か
も
一
般

則
を
大
き
く
上
回
る
年
間
9
6
0
時
間
。

拘
束
時
間
に
置
き
換
え
る
と
現
行
の

告
示
の
年
間
3
5
1
6
時
間
を
上
回
る

長
時
間
労
働
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
労
働
組
合
と
し
て
一
般
則
の
適

用
を
強
く
求
め
て
い
く
。

　

そ
の
上
で
、「
働
き
方
改
革
」の
具
体

的
課
題
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
と
は
別

に「
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改
革

に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
が
設

置
さ
れ
、
予
算
措
置
も
含
め
て
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の

長
時
間
労
働
の
原
因
の
一
つ
は
、
手
待

ち
時
間
な
ど
運
送
に
か
か
る
以
外
の
時

間
が
長
い
こ
と
だ
。
そ
こ
で
運
賃
以
外

に
待
機
料
な
ど
の
料
金
を
設
定
し
、
荷

主
に
改
善
を
促
し
て
い
こ
う
と
い
う
議

論
が
進
ん
で
い
る
。
生
産
性
の
向
上
に

向
け
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
実
証
実
験

や
、
人
材
確
保
の
た
め
の「
ホ
ワ
イ
ト

経
営
の
見
え
る
化
」も
始
ま
っ
て
い
る
。

三
浦　
休
日
確
保
に
つ
い
て
は
、
政
労

使
が
共
に
取
り
組
む
体
制
が
見
え
て
き

た
が
、
そ
の
実
現
の
鍵
は
や
は
り
工
期

設
定
だ
。
ま
ず
は
国
や
自
治
体
が
発
注

す
る
工
事
に
つ
い
て「
4
週
8
休
」
を

定
着
さ
せ
、
民
間
が
発
注
す
る
工
事

に
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

時
間
外
労
働
の
削
減
に
向
け
た
労
働
時

間
管
理
の
徹
底
や
健
康
確
保
対
策
、
人

材
確
保
の
た
め
の
高
齢
者
の
継
続
雇
用

へ
の
対
応
も
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

そ
う
だ
。

川
野　
人
手
不
足
に
対
応
す
る
に
は
、

魅
力
あ
る
企
業
・
職
場
づ
く
り
と
い
う

観
点
か
ら
、
労
働
条
件
・
労
働
環
境
の

改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
、
大

手
企
業
の
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
、
手

間
の
か
か
る
仕
事
が
中
小
に
回
さ
れ
、

生
産
性
の
低
下
や
長
時
間
労
働
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
生
じ

て
い
る
。
そ
う
し
た
背
景
に
あ
る
問
題

に
目
を
向
け
て
い
か
な
い
と
、
い
く
ら

助
成
金
や
減
税
措
置
を
講
じ
て
も
根
本

的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
や
は
り
取

引
関
係
の
適
正
化
が
ポ
イ
ン
ト
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

相
原　
本
来
教
員
が
担
う
べ
き
任
務
は

何
か
を
明
確
化
す
る
な
ど
、
教
員
が
イ

キ
イ
キ
と
働
け
る
総
合
的
な
環
境
整
備

が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、
部
活
動
指

導
員
な
ど
、
地
域
の
協
力
を
得
る
仕
組

み
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を

行
う
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
労
働
時

間
管
理
が
必
要
で
あ
り
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
や
I
C
T
に
よ
る
時
間
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
、
時
間
概
念
を
学
校

現
場
に
広
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
給

与
体
系
に
つ
い
て
は
、
財
源
問
題
の
ハ

ー
ド
ル
は
低
く
な
い
が
、
現
場
の
納
得

感
の
得
ら
れ
る
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
は
、
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
の
立
場
か
ら
も
関
心
が
高

い
テ
ー
マ
だ
。
質
の
高
い
教
育
を
担
保

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
課
題
に
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
。

─
私
た
ち
労
働
組
合
の
役
割
は
？

工
藤　
現
場
の
声
を
届
け
る
に
は
、

も
っ
と
組
織
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

と
痛
感
す
る
。
労
働
組
合
の
役
割
と
し

て
、
働
く
者
の
立
場
だ
け
で
な
く
、
医

療
を
受
け
る
国
民
の
立
場
か
ら
も
、
問

題
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
誰

も
が
安
心
し
て
安
全
な
医
療
を
受
け
る

に
は
、
過
重
労
働
で
疲
弊
し
た
医
師
が

増
え
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

私
た
ち
自
身
の
た
め
に
も
、医
師
の
働
き

方
改
革
が
必
要
だ
と
訴
え
て
い
き
た
い
。

山
口　
労
働
組
合
の
最
大
の
役
割
は
、

運
送
業
で
働
く
者
の
社
会
的
地
位
の
向

上
だ
。
こ
れ
ま
で
荷
主
の
立
場
が
圧
倒

的
に
強
く
て
改
善
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、

こ
こ
に
き
て
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
一
気

に
社
会
問
題
化
し
た
。
こ
れ
を
追
い
風

に
、
運
賃
問
題
に
踏
み
込
み
、
労
働
組

合
み
ず
か
ら
企
業
を
動
か
し
て
、
業
界

全
体
の
労
働
諸
条
件
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

三
浦　
現
場
の
労
働
者
が
声
を
上
げ

な
け
れ
ば
、
使
用
者
に
も
政
府
に
も
届

か
な
い
。
労
働
組
合
は
、
常
に
フ
ェ
イ

ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
イ
ス
で
現
場
の
声
を

拾
い
上
げ
、
具
体
的
な
政
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
第
一
の
役
割
だ
。
ま

た
、
建
設
業
の
労
働
組
合
と
し
て
は
、

産
業
特
有
の
重
層
構
造
を
乗
り
越
え
る

よ
う
な
労
働
組
合
の
横
の
連
携
を
も
っ

と
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
野　
労
働
組
合
の
役
割
は
、
労
使
交

渉
を
通
じ
て
労
働
条
件
を
決
定
し
、
組

合
員
の
雇
用
や
権
利
を
守
り
、
社
会

的
公
正
労
働
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
だ
。

「
働
き
方
改
革
」
に
お
い
て
も
、
そ
れ

を
具
体
化
し
て
い
く
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
お
け
る
労
使
の
取
り
組
み
だ
。

そ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
先
頭
に
立
っ

て
労
働
条
件
・
労
働
環
境
の
改
善
を
進

め
て
い
き
た
い
。

相
原　
今
回
の
座
談
会
を
通
し
て
、「
働

き
方
改
革
」
の
最
前
線
で
、
こ
れ
だ
け

の
広
が
り
と
深
さ
を
も
っ
て
、
労
働
側

委
員
が
対
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
再
確

認
で
き
た
。

　

労
働
組
合
は「
職
場
の
最
前
線
」
と

「
法
律
を
つ
く
る
最
前
線
」
で
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
よ
り
良
い
働
き
方
を
実

現
す
る
に
は
、
経
済
的
な
規
制
、
社

会
的
な
規
制
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
が
、

労
働
組
合
は
、
現
場
で
働
く
者
の
立
場

だ
け
で
な
く
、
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
立
場
か
ら
も
物
事
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
医
師
の
働
き
方
改
革
は
安
心
で

安
全
な
医
療
提
供
の
、
ま
た
、
教
員
の

働
き
方
改
革
は
真
に
子
ど
も
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
る
質
の
高
い
教
育
の
土

台
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー
や
建
設
業
、
中
小

企
業
で
働
く
人
の
長
時
間
労
働
を
是
正

し
人
手
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

「
労
働
」を
真
ん
中
に
し
て
両
方
の
受
益

が
共
に
成
り
立
つ
よ
う
な
働
き
方
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
が
労
働
組

合
の
い
ち
ば
ん
の
役
割
だ
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
進
行
　
冨
高
裕
子 

連
合
労
働
法
制
対
策
局
長
］

今
後
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

労
働
組
合
が
果
た
す
役
割

座談会 5つの現場より

喫
緊
の
課
題
だ
。

　

私
自
身
は
、
学
校
現
場
に
身
を
置
い

た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
た

り
前
と
思
わ
れ
て
い
る
学
校
現
場
の
常

識
や
慣
例
に
対
し
て「
そ
れ
で
い
い
の

か
な
？
」
と
い
う
指
摘
が
で
き
る
。
課

題
は
す
で
に
明
ら
か
だ
。
良
い
意
味
で

の
素
人
目
線
を
生
か
し
て
議
論
に
参
加

し
、
先
頭
を
切
っ
て「
働
き
方
改
革
」

を
進
め
て
い
き
た
い
。
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